
Ｒ４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

事業名 事業内容 総事業費（円） 交付金充当額（円） 事業効果 感染防止効果 経済活性効果

・窓口キャッシュレス決済導入事業

現金取扱による接触機会を減らす観点から、町の
各窓口（町民課・生涯学習センター・総合体育館・
そうわ会館）で取り扱っている手数料や利用料等
に関し、キャッシュレス決済の導入を図った。

R4.11 R5.3 4,899,734 2,921,934
現金取り扱い窓口での
感染抑制

〇 ー

・電算環境整備事業
感染症対策の一環として、サテライト勤務及び
WEB会議等を推進していくため、必要機材（電算
機器等）の導入運用を図った（大井町役場）。

R4.5 R5.3 5,779,966 5,779,966

職員等の執務・出張・会
議出席等における感染
機会の抑制、事務の効率
化

〇 －

・公共交通事業者支援事業

タクシー・路線バス事業者の実施する感染症対策
を支援した。タクシー：32台640千円、路線バス：
4路線400千円、24台480千円、バスロケー
ションシステム運用支援230千円

R4.10 R5.3 1,750,000 1,750,000

タクシー・路線バス事業
者による使用車両等の
感染症防止対策の推進
と対策を講ずることによ
る利用促進

〇 〇

・保健福祉センター感染症対策強化事業
換気対策及び飛沫感染対策として空気清浄機
（10台）及び飛沫感染防止パネル（16台）を購入
した。

R4.7 R4.8 431,508 431,508
センター利用者間の感
染抑制

〇 ー

・保育対策総合支援事業費補助金

町立保育園の保育室に換気対策として空調設備
（１台）を導入した。
※本事業は当初左記国庫補助事業として実施す
る予定でしたが、全額臨時交付金を活用し実施し
たものになります。

R4.4 R4.6 478,500 478,500
保育室における適切な
換気の確保

〇 ー

・産婦サポート事業

里帰り出産等が困難になり、また、外出を控えた
生活が続く中、生後3カ月までの第1子をもつ母
親を対象に、栄養バランスのとれた昼食（宅配弁
当）を提供し、母親の栄養補給と育児・家事の負
担軽減を図った。　392食

R4.4 R5.3 244,990 244,990
産婦の感染防止とコロ
ナ下での生活支援

〇 ー

・妊婦・子育てタクシー利用費助成金

里帰り出産等が困難になり、妊娠中から出産後の
健康診査や出産のための入退院などの移動手段
として公共交通に頼らざるを得ない妊婦に対し、
通院等にタクシー利用をした際の費用（上限10千
円）を助成した。4件

R4.8 R5.3 30,430 30,430
妊産婦等の感染防止と
コロナ下での生活支援

〇 ー

・新型コロナウイルス感染症重症化防止対策事業
（高齢者肺炎球菌予防接種）

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種について、対
象者を拡大して実施した。65歳以上の方で、ワク
チン接種を未実施の方及び前回の接種から5年
以上を経過した方。　206件

R4.4 R5.3 1,299,938 1,299,938 重症化防止 〇 ー

・自宅療養者支援事業
感染症自宅療養者に対する生活支援として、食料
品・日用品の希望制配送を行った。　61件

R4.4 R5.3 282,587 282,587
感染拡大防止と療養者
生活支援

〇 ー

・水道料金減免事業補助

コロナ禍における物価高騰の状況を踏まえ、水道
事業において公共施設を除く全加入世帯の水道
基本料金（8か月分）を減免する事業を実施した。
実施にあたり、水道事業会計へ減免相当額の補
助を行った。

R4.12 R5.3 56,863,440 56,819,616
コロナ禍における町民・
事業者の負担の軽減

ー ー

・有害鳥獣被害対策事業

コロナ禍において活動停滞を余儀なくされてい
る有害鳥獣対策において、ドローンを活用した作
業効率化に取り組んだ。ドローン購入及び資格登
録に係る経費。

R4.11 R5.3 1,606,383 1,606,383
withコロナでの有害鳥
獣対策活動の継続・促進

〇 〇

・農業体験施設感染対策事業（四季の里）
感染症拡大防止の観点から、農業体験施設に換
気対策として空気清浄機（3台）を設置した。

R4.9 R4.11 135,300 135,300
施設利用者間の感染抑
制

〇 ー

事業期間



・プレミアム付商品券補助事業

物価高騰等の影響を受けている町民への生活支
援及び消費喚起対策として、商工会と連携してプ
レミアム付商品券を発行し、経費の一部を支援し
た。プレミアム分（20%）17,000千円、発行事務
費の一部6,170千円

R4.7 R4.8 23,170,000 23,170,000

コロナ禍における町民へ
の生活支援及び総額
102,000,000円の地
元経済効果

ー 〇

・デジタル田園都市国家構想推進交付金

左記交付金事業。「おおいゆめの里（里山公園）」
に定点カメラを設置し、ライブ映像を町内外に広
く発信した。混雑状況をライブで配信することに
よりコロナ禍においても安全安心な来場に繋げる
ことができた。（デジ田交付金690千円）

R4.12 R5.3 1,380,500 690,250
混雑状況の配信による
来客の分散化（密回避と
誘客の両立）

〇 〇

・屋外イベント感染症対策事業

感染症拡大防止と屋外イベント開催の両立を図る
ため、主催者として検温・消毒・パーテーション・誘
導などの対応に必要な対策物品等を取りそろえ、
民間団体のイベントへも共用することで、コロナ
禍における地域活動を促進した。

R5.5 R4.8 1,724,649 1,724,649
コロナ禍における屋外イ
ベント等地域活動の再
開

〇 〇

・空調設備設置事業（避難所スポットクーラー）
感染症拡大防止の観点から、避難所指定のある
町及び学校の体育館に換気対策の一環としてス
ポットクーラーを導入配置した。24台

R4.9 R4.12 4,573,030 4,573,030
避難所における適切な
換気の確保

〇 ー

・空調設備設置事業（大井町防災備蓄倉庫）

感染症拡大防止の観点から、災害時の支援拠点
となる防災備蓄倉庫２階に設けられた支援者待
機室（平時には防災講習等で利用）に換気対策と
して空調設備を設置した。

R4.8 R4.12 891,000 891,000
拠点施設のにおける感
染症拡大防止に必要な
適切な換気の維持

〇 ー

・ICT授業支援体制整備事業

学校教育活動の実施にあたり、感染症対策と子供
たちの健やかな学びの保障を両立するため、町内
4小中学校にICT支援員を配置することにより、
ICT授業等の実施支援を図った。（ICT支援員派
遣）

R4.4 R5.3 9,900,000 9,900,000 ICT授業の推進 〇 ー

・リモート教育事業

学校教育活動の実施にあたり、感染症対策と子供
たちの健やかな学びの保障を両立するため、町内
4小中学校において、リモート教育ができる環境
を整備した。（インターネット通信費）

R4.4 R4.3 1,452,000 1,452,000 リモート教育の環境整備 〇 ー

・家庭学習支援のための図書カード配布事業

こどもを抱える家庭の負担軽減を図るため、家庭
学習に係る経費の一部補助として町内在住の3
～18歳（2,314人）を対象に図書カード（5千円
分）の配布を行った。購入費、郵送料他11,376
千円

R4.7 R4.9 11,375,229 11,375,229
コロナ禍における家庭
学習経費の負担軽減

〇 〇

・学校保健特別対策事業費補助金

左記国庫を利用した感染症対策等支援事業とし
て、町内4小中学校へ消毒液、CO2濃度計測器及
び遠隔授業機器（PC・カメラ等セット）を購入設
置した。（学校保健特別対策事業費補助金2,554
千円）

R4.10 R5.3 5,109,999 2,555,999
教育環境における感染
症対策の徹底

〇 ー

・教育支援体制整備事業費交付金
左記国庫を利用した感染症対策事業として、町内
3幼稚園で使用する消毒液やCO2濃度計測器等
を購入設置した。（教育支援体制整備事業費交付
金750千円）

R4.6 R5.2 1,523,703 773,703
教育環境における感染
症対策の徹底

〇 ー

・学校給食食材費高騰分補助

給食食材においても物価高騰の影響を大きく受
けている中、その影響をすぐさま給食費に転嫁し
保護者に過度な負担を強いることにならないよ
う、食材高騰相当分を公費補助した。

R4.10 R5.3 4,290,000 4,290,000
食材高騰に伴う給食費
の値上げ抑制

ー ー

・空調設備改修事業（体育館換気扇改修）
感染症拡大防止の観点から、避難所指定されて
いる町総合体育館の換気扇（41か所）を改修し換
気性能の向上を図った。

R4.6 R5.1 1,573,000 1,573,000
施設の適切な換気の確
保

〇 ー



・空調設備設置事業（総合体育館柔剣道場）

避難所指定されている町総合体育館のうち、要配
慮者の避難スペースとして利用予定の柔剣道場
に、換気対策の一環として空調設備（3台）を導入
した。

R4.8 R5.1 4,222,900 4,222,900
施設の適切な換気の確
保

〇 ー

・被災者支援事務システム導入事業

災害発生時の罹災証明申請、被災家屋調査、各種
被災者支援事業など被災者台帳を軸とした各種
手続きのシステム化を図り、申請手続きや作業報
告などのオンライン対応などを通じ、感染症対策
に配慮した効率的な支援体制を構築した。

R4.12 R5.3 3,756,500 3,756,500
感染症対策に配した申
請手続等の体制構築

〇 ー

・公共施設予約システム導入事業

公共施設（生涯学習センター、総合体育館、そうわ
会館）の利用予約のオンライン化と窓口予約端末
（5台）の導入により、非接触かつ混雑状況を生ま
ない受付業務へと改善を図った。

R5.1 R5.3 680,900 680,900
非接触かつ混雑を生ま
ない予約手続きの構築

〇 ー

・感染症対策物品配布事業

受験シーズンを迎える中学3年生を対象に抗原検
査キットを事前配布し、早期感染確認と適切な行
動を促すことにより相互感染の防止を図った。
150名×2個

R4.11 R4.12 379,016 379,016 受験生の相互感染防止 〇 ー

・就学援助対象児童追加支援事業

物価上昇等の影響を受けている生活者への支援
として、就学援助対象となっている児童生徒91
人を対象に援助金（10,000円）を追加支給し、
保護者の負担軽減を図った。

R4.12 R5.3 910,000 910,000
物価高騰に伴う負担の
増大に一定の支援

ー ー

・ICT授業備品購入

自宅待機等の児童・生徒に対する学びの保障の観
点から進めてきたICTを活用した教育環境を更
に進めていくため、大型モニターの追加購入（5
台）を行った。

R5.2 R5.3 1,089,000 1,089,000 ICT授業の推進 〇 ー

・サーマルカメラ運用備品購入

入館者の検温目的に生涯学習センター、総合体育
館、そうわ会館に設置しているサーマルカメラに
関し、多数入館者の同時監視に必要なスペックを
もった専用PC（3台）を導入し、検温精度の向上、
混雑解消等を図った。

R5.1 R5.1 466,950 466,950
適正かつ確実な検温体
制の確保

〇 ー

・空調設備設置事業（町民相談室）
感染症拡大防止の観点から締め切り利用により
換気対策の取りづらい町民相談室に換気対策と
して空調設備（1台）を導入した。

R5.2 R5.3 193,600 193,600
相談室利用者間の感染
抑制

〇 ー

・空調設備設置事業（大井小学校）
感染症拡大防止の観点から、町立小学校の教室
利用の変更に伴い、換気対策の必要が生じた教
室1室に対し、空調設備（1台）を導入した。

R5.1 R5.3 392,700 392,700
教室における適切な換
気の確保

〇 ー

・二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金

左記国庫補助事業。2050年ゼロカーボンシティ
の実現に向け、コロナ渦におけるライフスタイルの
変容を踏まえ、本町の地域特性や再エネルギー導
入のポテンシャル等に関する調査・分析を行い、
地域への再エネ導入に関する戦略策定や具体的
目標の検討を行った。（委託料、二酸化炭素排出
抑制対策事業費等補助金7,187千円）

R4.7 R5.2 9,583,200 2,396,200
感染症リスクに対応した
環境施策の推進

〇 ー

・避難所感染防止対策事業

指定避難所（5か所）における感染防止対策とし
て、受付時の屋外検温による入所前のスクリーニ
ングの実施による密回避などに対応するため、必
要備品（テント10張り）の購入を行った。

R5.1 R5.3 2,232,120 2,232,120
避難所における感染対
策の徹底

〇 ー

・商工会年会費補助事業

コロナ禍における物価高騰により事業経営に影響
を受けている事業者への支援及び同状況下にお
ける商工会加入者の維持を図る目的で実施され
る商工会年会費補助事業に対し助成を行った。
会員数296事業所

R5.3 R5.3 3,554,000 3,554,000
加入事業者への支援、会
員及び活動の維持・促進

ー 〇



・社会福祉協議会物価高騰支援事業
コロナ禍における物価高騰により事業実施に影響
を受けている社会福祉協議会に対し、事業者支援
を実施した。

R4.12 R4.12 500,000 500,000
物価高騰に伴う負担の
軽減（事業継続に対する
支援効果）

ー 〇

・町内民間保育園物価高騰支援事業
物価高騰により影響が出ている民間保育園（1か
所）に対し、給食食材及び光熱水費の高騰に係る
支援を実施した。

R4.12 R5.1 850,000 850,000
物価高騰に伴う負担の
軽減（事業継続に対する
支援効果）

ー 〇

・農業者経営安定化支援事業
燃料・肥料等の物価高騰により事業運営に大きく
影響が出ている販売農業者（農業収入50万円以
上）に対し支援金を交付した。44件

R5.1 R5.3 2,044,000 2,044,000
物価高騰に伴う負担の
軽減（事業継続に対する
支援効果）

ー 〇

・水道事業物価高騰対策支援事業
物価高騰により事業運営に大きく影響が出てい
る水道事業に対し、水道処理施設等の電気料高騰
分の一部を支援した。

R5.3 R5.3 10,000,000 10,000,000

物価高騰に伴う負担の
軽減（事業継続に対する
支援効果）及び使用料等
加入者転嫁の回避

ー 〇

・下水道事業物価高騰対策支援事業
物価高騰により事業運営に大きく影響が出てい
る下水道事業に対し、下水道処理施設等の電気料
高騰分の一部を支援した。

R5.3 R5.3 6,300,000 6,300,000

物価高騰に伴う負担の
軽減（事業継続に対する
支援効果）及び使用料等
加入者転嫁の回避

ー 〇

187,920,772 174,717,898合　計


